




志がうち解ける機会があり有意義な一日であったと思います当会として、初めて非会員のグループの方
をお迎えし、奈良公園を再認識していただいた満足感もありますが、準備段階の下見観察で初めて発見
する事象も多く、迎える我々としても更なる研鑽の必要を感 じました。県外から:錬良に対する熱い視
線を感じます、今後外部からの当会に対する要請の機会が増えると思います。会員の方々の諸行事への
積極的な参加により、会の実力も倍加するものと考えますので、ご協力をお願い申し上げます。

8月 度例会 の神野山自然公 園への観察会 に参加 して     大寺 道代
真夏め太陽が照りつける午前 9時,いつもの近鉄奈良駅行基前に集合,参加者 16名 ,定期バスで 1時間余
ク、目的地に向かいました。 i神野山,鋼倉渓」20年余り奈良に住みながらはじめて耳にした場所で九
大和高原、山添村、田園地帯のな力緩 やかな登りを歩き始め、次第に山道へと、両側の夏草と夏本立の
みどりがさゎやかで暑さを忘れ、草花や木々を観察し,オハグロトンボの群や、赤とんぼの美しさに見
とれながら登り続け、夏草の生い茂る藪の細い道をかき分けて進んでゆくとポッカリ山上の空間に出ま
した。この細い道は 1週間前に2度 目の下見で寺田リーダーが今日のために数を刈り取り切 り開いてく
ださつたと聞きました。ただただ感謝。山上は360度の展望が開けた618.8メ ー トル,吹き抜け
る風が涼しく,びっしょりとかいた汗も昼食を取る間にすっかり乾いてしまいました。眼下にぼんやりと
広がる大和盆地を眺めたあとは神野寺に参拝,山寺の古寺です。鍋倉渓への下りはこれまでとはガラット
雰囲気が異なる急な道,真っ黒な深成岩がゴロゴロと谷を埋め,水の流れは全く見えませんが、耳を澄ます
と地面の下からかすかな水音が湧いてきます。咲き残ったオカ トラノオの白い花、谷の岩間には一輸の
ユリの花、黄色のオ トギリソウも可憐です。道を戻り始めたところでアサギマダラの美しい姿に出会い
ました。この日箕面から参カロされたアサギ会の方々の前をかすめて谷のほうへ消えました。その音この
山に宿ったと言う古代の神々からの贈り物だったのでしょうか。不思議な出会いでした。太陽信仰,七夕
信仰のこの山に神秘を感じました。芭蕉の句に置き換えて、 「夏草や古代の神の宴の後」 と呟いて
みました。大らかな奈良の古代の神秘的な静かな空間を感 じた山でした。そして帰りのバスを待つ聞、
古びた村の酒屋さんで買つた冷たい缶ビールは本当に美味でした。

日本一高い温泉に入つたよ !: 豊島すみ子
うだるような暑さの中、自馬3山へ登つた。深夜に奈良を出発して白馬山荘で1泊、自馬3山を縦走し
て深夜疇 るというハードな日程だつた。午前3時に起床して山荘を4時に出発、粒子岳がら白馬鐘ケ
墨、鑓温泉のルートをたどった。真っ白なガスにさえぎられて視界はほとんどなく、おまけに石ころが
ごろごろしていて全く自分のペースで歩けない状況が続いた。
鑓温泉に到着の頃には足がガタガタ、それでも温泉に入りたいという気持ちだけで歩いてきた。念願の
温泉に入るキほんの,瞬だったがガスが晴れ、雪渓と周囲の山並みが日に入つた。標高2100メ ートル、
それまでの足の疲れがうそのようにほぐれていく。時間があればのんびりと1泊してみたかったが・…。
キヤンプ地の中を温泉のお湯が川になって流れ、雪渓に落ちていく。温泉に未練を残しながらお花畑の
中を通り過ぎる。チングルマやコマクサ、シナノキンバイなど初夏から初秋にかけての花 が々咲きみだ
れている。やがてガスにさえぎられ寒さに震えながら歩いてきたことがうそのようにだんだんと暑くな
つてくる。確実に下界に近づいているのが分る。
なぜ山に登るの?こんなに就れる0亀 でも昨日見た夕日は本当にすばらし力つたなあな演 騒 なヽがら、自馬の
大雪渓とお花畑にあこがれた山行きはあっという間に終わつてしまつたら年々 体力が落ちているのを実感する::で
も来年も絶対にアルプスに登るぞ !

や も り 高桑 次郎
我が家には親子のやもりが同居している。 親子というのは大と小がいるのでこちらが勝手に決めてい
るだけで、本当に血がつながっているのかどうかは本人たちに聞いてみないと判らない.

本lth l l c m程でよく肥つていてその名を「曙J、 小は 9cm程で不器用で愛嬌のある走り方から「チー
太」と名ずけている。 あのアフリカの草原を時速 10oキロで疾走するチニターをもじつたのである。
2匹はうまく棲み分けているようで、曙は大体 トイレ周辺の壁と天丼を縄張りとしチー太はなぜか仏壇
の周辺を好む。 家内は「トイレは清潔にしているから虫など見かけたことも無いのに曙があんなに肥つ
ている,はやはり居るのかしら1と 大いに不満顔である。先日のお盆に家内が仏壇に線香を上げようとし
て、キャッと声をあげた。チー太が手の甲へ落ちてきて驚いたらしい。ヤモリは手足に吸盤があるので
ベタつとひっつく感じがする。しかし、一番驚いたのは挨拶のつもりだうたチー太だろう。次は私が大
声に驚いた。 以後、家内は曙とチー太に冷淡になってしまった。どうも単純で困つたものだ。 孫達
が遊びに来ると玄関や窓を開けたままで出入りするので、家中に蚊が侵入して机の下の太い足は格好の
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